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て考究したものである。日本語の可能表現は. ( 1) 歴史的にまた地理的に見て多彩な形式によって表さ
れること. (2) デキルや可能動詞などの単なる述語形式のみではなく，格ノマターンを含む文全体が表現
の成立にあずかる乙となどの点で;言語変化のダイナミクスを探るのに最も適した表現領域と考えられる。
全体は「はじめにJ I結語」のほ均 3 部 2 5 節で構成されている。
第 1 部では、現代日本語の可能表現(可能文)拭形式・統語構造・意味・語用論・バリエーションな






第 2部では第 1 部で設けた枠組みにしたがって，現代日本語の可能表現をもたらした歴史的な変選過程





































第 3部第 2 4節は，本論文全体のまとめである。先行する各節で個別的に考察した全国分布の成立過程
lζ，第 2 部で文献をたどる乙とによって明らかになった中央語における可能表現の変遷過程を加えて，可








本文，注，資料，参考文献計 233 ページ( 1 ページ: 39 字 x 35 行)。
400字詰換算約 700 枚 (1 ページ 3 枚として換算)。









































可能表現の歴史的な記述や地理的分布に関する記述に組さが目立つ部分がある。特に 1 8 世紀後半以降の
上方語と九州・沖縄方言の可能表現については，資料が十分でないことから，実証が論理に追い付かない
かに見えるところもある。しかしながら，乙れらの点は，いずれも今後，研究領域を拡大，深化する乙と
によって精度を深めるべき問題であり，本論文が示した達成度を損なうものではない。
以上のように，本論文は従来の研究の水準を越える優れた論考である。学術博士(課程)の学位申請論
文として十分の価値を有するものと認定する。
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